
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『未来に役立つものづくりにチャレンジし続けています』 

 

今回は、フォトニクスサイエンステクノロジ株式会社様をご紹介いたします。 

 

平成 12 年に創立し、現在 5 名の従業員で光ファイバの設計・製造・評価を行っております。一貫した取り組

みが可能なため、光ファイバ製造技術およびガラス加工技術を用いて汎用的な光ファイバからオリジナル光ファ

イバまで製造が可能とのことです。 

 

光ファイバは漏電や発熱の心配がないため、噴水・プールなどの水中照明や、展示用冷熱照明に使用されてい

ます。さらには、映像を鮮やかに表現するファイバスクリーンにも使用され、インターネットの向上とともに、

企業や家庭においても光ファイバケーブルを用いた光通信が主流となり私達の生活に身近なものになってきてい

ます。1970 年の光ファイバ製造開始から 44 年近い歳月を経た現在、光ファイバはさらなる進化を続け、より

使いやすく、より便利になってきています。市場に存在しない仕様の光ファイバの開発に取り組んでおります。 

 

≪ Ｅｙｅｓ ： 髙島（裕） ≫ 

『勉強してきました』 

１０月はメーカーの勉強会があり、参加・勉強してきましたのでその内容を紹介いたします。 

学校への教材を扱うメーカー「ウチダ教育」の研修では、１０月１６・１７日の２日間、全国の 

小学校の理科の先生約 1,200 名が札幌に集まる「全国小学校理科大会」が行われました。 

１日目は全体会として札幌市民ホールでの研修発表会と講演、２日目は札幌市内３校に分かれて 

授業内容を参観し意見交換が行われました。協賛メーカーは約１０社、休憩時間を利用して先生 

方に最新の教材を PR するのです。その際に展示する理科の実験に使う商品を勉強してきました。 

さて皆さん「顕微鏡」を使ったのは何年前になりますか？ 

学校を卒業してからはそのような機会が中々ないかと思います。 

学生の頃、理科の時間にスライドガラス標本のピントを合わせるのに苦労しながら 

見た記憶がありますよね。 

最近の顕微鏡は「デジタル」なのです。 

接眼レンズから覗くと簡単にピントを合わせることができて、動いているミジンコや 

ミドリムシを簡単に観察できるだけでなく、接眼レンズの上部には７インチのタブレ 

ットが付いていて、静止画と動画が撮影できるのです。しかも、タブレットから教室 

のテレビやパソコンに接続して大きな映像を皆で観ることもできます。 

「人体模型」も、理科室の片隅に等身大の模型で高価な教材がありました。 

身体の作りを知る大切な学習の教材なのですが、チョット不気味で近寄り難い感じがありましたよね。 

理科室など子供たちが６人位のグループで授業する際に手に取って観察できるよう、全長５０ｃｍの人体模型が

あり体の細部にリアルに再現した物や内臓器の学習用に各部位を布地で作成し、どの位置に付いているかや長さ

を感じることのできる教材などありました。 

「子供たちに理科の授業を楽しく興味の持てるものにして、理科

を好きになってもらい、将来ノーベル賞受賞者が日本から一人でも

多く出て欲しいものです。」とメーカーの方が言っていました。 

ちょっと大げさかもしれませんが、私もその一部をお手伝いでき

れば…と、これからも勉強しお伝えていきたいと思います。 

≪ ＳＨＩＮＫＡ ： 後藤 ≫ 

デジタルサイネージ 

で案内（会場入口） 

小学校会場の様子 

各小学校での 

展示の様子 

ガラス棒やガラス管の製造 

 

光ファイバ 

 

http://www.psti7.com/products/fiber/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 ： (株)  カ ミ ノ 
TEL：0123-23-4255 / FAX：0123-24-1381 

E-mail ： kamino@kamino.co.jp 

ホームページ ： http://kamino.co.jp/ 
（カミノトピックスのバックナンバーもご覧いただけます） 

 

 

峠や山間部はすっかり雪景色になり、北の方では都市部でも初

雪の便りがチラホラ…。先日『雪虫』が飛んでいたのを目撃し

ました。この辺ももうすぐ雪が降るのでしょうかネ…。 

『市場が活性化していくために』 

10 月 19 日千歳市公設地方卸市場で “千歳市場感謝祭”が開催されました。 

新鮮な青果・水産物などが市民に販売され 10 時前から沢山の人で賑わっていました。 

数量限定のイクラ丼は 11 時過ぎには完売。 

10 時開始と共にイクラ丼をゲット(*^-ﾟ)v♪つづいてサケ鍋♪(๑ᴖ◡ᴖ๑)♪ 

外で食べる鍋は一段とおいしく満足。 

200 円 30 秒の野菜つめ放題では 30 本近くの人参をゲット♪たのし～♪ 

水産の方では安値で新鮮なお魚などがいっぱい。さけやイクラ、さんまは人気であっと

いう間に売り切れ。 

 

今回、感謝祭が 12 年振りに開催された事について、市場活性化委員会の㈱恵千フーズ 

石川社長にお伺いしました。 

   Q 今回感謝祭を 12 年振りに開催したきっかけを教えて下さい。 

   A 市から 3 年で市場の見直しをして欲しいと言う事で活性化委員会を立ち上げ、 

     市民への市場の開放・アピール・市場の必要性を高めるために企画しました。 

   Q 苦労した点は？ 

   A 今回は予算が全くないところから始め、軽トラ市や買受人組合からの支援も頂き、 

     集客や仕入数が予想もつかなく苦労しました。 

   Q 終わった感想をお願いします 

   A クタクタで赤字！ただ市民に喜んでもらったので来年も必ずやる！自分たちだけでもやる！ 

ただ来年はもっと準備万端で人をもっと集めてやりたい！ 

感謝祭の翌日という事もあって かなりお疲れのところ、お時間頂きありがとうございました。市場の方々の一つ

一つの努力のおかげで私たちがおいしい野菜や海の物を頂いていると感じました。感謝祭の方々お疲れ様でした。

来年もぜひ行きたいです！！                         ≪ Ｅｙｅｓ ： 千葉 ≫ 

新鮮なお魚いっぱーい♪ 

つめ放～題～♪ 
サケ鍋♪(๑ᴖ◡ᴖ๑)♪ 

来たる 11 月 11 日（火）ホテルグランテラス千歳にて『Kamino Presentation Fair 2014』を開催します。 

地球環境・オフィス環境・ネットワーク環境・地震や水災害に対する防災関連環境など、今時を見据えた商材の

プレゼンテーションと展示を企画させていただきました。 

 複合機やプロジェクター、デジタルカメラやタブレット端末など最新のＯＡ機器や、省電力などを特長とする

製品を展示します。また、日頃のお困り事に役立てていただけそうなセミナー『パワーポイント即効テクニック』

『デジタルカメラを楽しく使うコツとツボ』『気軽にできる会報誌・チラシ作り』も開催します。ぜひ、直接見て

触れて体感して、皆様の安心安全な職場環境に繋げていただければと願っています。 

 会場内では『リフレッシュ体験コーナー』と称して、ＴＶショッピングでおなじみの ウェストと下半身の悩み

を解決してくれる進化型美脚マシンや常識を超えた腹筋マシン、「いきいき百歳体操」で活用されているウェイト

などを実際に体験していただけるコーナーを設けるほか、根強い人気のパークゴルフ用品の特売品もご用意して

います。昨年秋に開催した展示会でも出展した『ぺんてる ビクーニャ 彫り名入れサービス』が、大好評につき

第 2 弾！という事で、今回も実演販売いたします！ 

 ぜひ、お誘いあわせのうえご来場くださいませ。多くの皆様のお越しを社員一同お待ちしております。 


